
美浦村洪水ハザードマップ

地図画像の出力を添付

水害時における適切な避難行動や避難のタイミングは、個々人がおかれた状態によりそれぞれ異なります。
緊急時においては、市町村や関係機関からの情報や周囲の状況等を確認し、自らの判断で適切に避難してください。
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避難圏 広域避難場所（洪水時） 所在地 電話番号

下舟子、上舟子、上宿、浜、
田中、登宿、布佐

木原小学校グラウンド 木原1567 029-885-0120

大須賀津、桜木、みどり台、
茂呂、郷中、受領、根古屋、
大谷、谷津、宮地、石灘、余
郷、大塚、谷中、山王、花見
塚、山内

美浦中学校グラウンド

光と風の丘公園

受領1435

受領1470

029-885-0121

029-885-6711

八井田、根火、牛込、馬掛、
大山、大山東部、土浦、木、
端山、本橋、馬見山、定光、
見晴台、間野

安中小学校グラウンド 土浦1979-1 029-886-0006

美駒、興津、須賀、給分、仲
妻、天神台、南原、土屋

大谷小学校グラウンド

土屋地区農村集落センター

興津366

土屋1979-17

029-885-2309

029-885-3730

●避難圏ごとの避難場所一覧
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みほふれ愛プラザ美浦中央公民館

（出典：国土地理院「重ねるハザードマップ」 ※地理院タイルを加工して作成）



洪水ハザードマップ洪水ハザードマップ

この地図は、下水道や河川の排水能力を大きく超える激しい雨が降った場合に、浸水が発生する地域を示した地図で
す。地図には、浸水が予想される地域とその深さ、避難場所等を示しています。
この地図は想定し得る最大規模の降雨が降った場合に、浸水が発生する地域とその深さがどの程度になるかシミュ
レーションした結果を表しています。
なお、想定し得る最大規模の降雨は、近隣の地域で観測された大雨は、同じ地域ではどこでも同じように降る可能性が
あるとの考え方に基づき、日本を降雨特性が似ている15の地域に分け、それぞれの地域において観測された最大の降
雨量として設定されています。

●洪水ハザードマップの見方・使い方
①あなたが住んでいる地区が浸水するかどうか、浸水する場合にはどの程度の深さになるかを確認してください。
②あなたの家から避難圏ごとに決められた広域避難場所（洪水時）・自主避難所まで安全に移動できるルートを確認して
ください。
③大雨の時には、雨の降り方や浸水の状況に注意して、危険を感じたら、まずは知り合いや親戚の家など、安全な場所
に早めの自主避難をするよう心がけてください。
④河川等の氾濫のおそれのあるときには、村から避難勧告や避難指示が発令されます。そのような場合には、指定され
た避難場所・避難所に速やかに避難してください。
◎この浸水想定区域に指定されていない区域においても浸水が発生する場合や、想定される水深が実際の浸水深と異
なる場合があります。

情報の収集

大雨注意報・大雨警報
大雨による災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表されます。より重大な災害が起こるおそれのあるときには警報が発
表されます。

洪水注意報・洪水警報
大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表されます。より重大な災害が起こる
おそれのあるときには警報が発表されます。

避難情報
河川水位や気象状況などから判断して村が発表します。この避難勧告等の情報を参考に、周囲の状況に応じて、早めの避難を心が
けましょう。

避難準備・高齢者等避難開始 避難勧告 避難指示

避難行動に時間を要する方
が避難行動を開始しなけれ
ばいけない状況

避難行動を開始しなけれ
ばいけない状況

人的被害の発生する危険
性が非常に高いと判断さ
れた状況

情報の伝わり方
洪水時には、自ら積極的に情報収集しましょう。

テレビ・ラジオ
インターネットなど

消防車
パトカー

防災行政無線、
広報車など

自主防災組織
など

美浦村気象庁 河川管理者

村民の皆さん

河川水位の情報

雨の情報

避難情報

避難の心得

1.非常持ち出し品を準備しておきましょう
避難所の備品には限りがありますので、自らが十分な準備を
すると安心です。両手の空くリュックサックに非常持ち出し品を
準備しておきましょう。

□携帯ラジオ □非常食 □水 □懐中電灯・電池 □衣類
□生活用品 □救急薬品 □雨具 □ヘルメット □現金 □貴重品

2.避難先・避難ルート・避難方法を確認しましょう
浸水に対して安全な避難先とルートを平時から
家族や地域で確認しておきましょう。
また、自家用車での避難は、緊急自動車の通行を
妨げるとともに、交通渋滞に巻き込まれる可能性も
ありますので、やめましょう。

3.早めの避難を心がけましょう
浸水してからの自宅外避難は危険です。降雨や河川
水位などの情報をもとに、身の危険を感じたら避難勧告
を待たずに自主的に避難を開始してください。

4.ご近所に声をかけましょう
単独での避難は、思わぬ事態に合った時に危険
です。避難する前に隣近所に声をかけ、集団での
避難を心掛けましょう。

5.やむなく浸水の中を歩かなければいけない時の注意

■はん濫水は濁っていますので、
水の中の障害物に注意しましょう。

■はん濫水は勢いが強いので、
危険です。

6.避難所での注意
水害時に開設される避難所では、不特定多数の人々が一定期間滞
在することになります。大声を出したり、騒いだり他人が深いに感じる
ような言動は控えましょう。互いの気遣いが大切です。

災害用伝言ダイヤルのかけかた

●忘れてイナイ（171）？災害伝言171と覚えてください●

171にダイヤル 録音の場合【１】
自宅の電話番号を市外局番からダ
イヤルし、伝言をいれてください。

★伝言を登録する

★伝言を聞く

171にダイヤル 再生の場合【２】
被災地の電話番号を市外局番か
らダイヤルし、伝言聞いてください。

災害時の連絡先 美浦村役場 総務部 総務課 消防防災係 （☎ 029-885-0340）


